
東
京
電

力

の

福

島

第

一

原

発

事

故

か

ら

２
カ
月
。
事
故
は
収
束
に
向
か
う
ど
こ
ろ

か
、
放
射
能
汚
染
に
よ
る
「
い
の
ち
」
の

危
機
は
広
が
っ
て
い
ま
す
。
そ
う
し
た
な

か
、
菅
首
相
は
「
世
界
一
危
険
」
と
い
わ

れ
る
中
部
電
力
の
浜
岡
原
発
３
基
の
運
転

停
止
を
要
請
し
、
中
部
電
力
が
受
諾
し
ま
し
た
。
し

か
し
、
防
波
堤
建
設
な
ど
の
対
策
が
終
わ
る
２
、
３

年
後
に
運
転
を
再
開
す
る
と
い
う
期
限
付
き
。
30
年

以
内
に
Ｍ
８
級
の
東
海
大
地
震
が
起
こ
る
確
率
が
87

％
と
い
う
震
源
域
の
真
上
に
あ
る
浜
岡
原
発
。
即
廃

炉
し
、
全
国
の
原
発
も
停
止
・
廃
止
す
べ
き
で
す
。

浜
岡
原
発
の

運
転
停
止
要
請

の
報
に
、
川
勝

静
岡
県
知
事
は
「
英
断
」
と
し
て
歓
迎
し
ま
し
た
。

確
か
に
「
一
歩
前
進
」
で
す
。
し
か
し
、
運
転
停
止

は
あ
く
ま
で
も
一
時
的
な
措
置
。
し
か
も
、
そ
れ
さ

え
も
猛
烈
な
反
発
を
受
け
、
政
府
は
「
原
子
力
政
策

は
堅
持
す
る
」
「
国
策
に
協
力
し
た
自
治
体
に
交
付

金
を
支
払
う
」
こ
と
を
確
約
し
ま
し
た
。一

時
運
転
停

止
に
反
発
し
た

の
は
、
「
原
発

マ
ネ
ー
」
に
群
が
る
政
・
官
・
産
・
学
＋
メ
デ
ィ
ア

の
「
原
子
力
村
」
住
人
で
す
。
そ
こ
に
ブ
ラ
下
が
る

自
治
体
は
、
原
発
交
付
金
の
「
麻
薬
中
毒
」
に
か
か
っ

て
い
ま
す
。
浜
岡
原
発
の
地
元
の
御
前
崎
市
長
は

「
交
付
金
に
依
存
す
る
自
治
体
は
ど
う
す
る
の
か
」

と
強
要
ま
が
い
の
発
言
を
し
て
唖
然
と
さ
せ
ま
し
た
。

浜
岡
原
発
が

崩
壊
す
る
と
、

御
前
崎
市
の
住

民
の
90
％
が
急
性
死
す
る
と
予
測
さ
れ
て
い
ま
す
。

東
京
も
避
難
区
域
に
入
り
、
子
ど
も
を
は
じ
め
人
も

動
物
も
生
き
る
も
の
全
て
が
放
射
能
汚
染
に
さ
ら
さ

れ
ま
す
。
し
か
も
、
浜
岡
原
発
を
襲
う
Ｍ
８
級
の
東

海
地
震
は
直
下
型
。
津
波
に
備
え
て
高
さ
15
メ
ー
ト

ル
の
防
波
堤
を
造
っ
て
も
、
耐
震
性
に
は
不
安
が
つ

き
ま
と
い
ま
す
。
最
悪
事
故
に
な
っ
て
「
想
定
外
」

で
は
済
ま
さ
れ
ま
せ
ん
。

２
、
３
年
後

の
運
転
再
開
に

向
け
て
、
「
電

力
不
足
」
の
不
安
が
煽
ら
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

火
力
や
水
力
な
ど
現
在
あ
る
発
電
能
力
を
動
員
す
れ

ば
十
分
対
応
で
き
ま
す
。
原
発
の
発
電
能
力
は
全
体

の
18
％
。
そ
れ
な
の
に
、
現
在
は
25
・
６
％
、
そ
れ

を
政
府
は
２
０
３
０
年
に
は
52
・
６
％
に
上
げ
よ
う

と
計
画
し
て
い
ま
す
。

環
境
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
研
究
所
の
試
算
で
は
、
太

陽
光
、
風
力
、
地
熱
や
水
力
、
火
力
な

ど
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
活
用
で
、
今
後

10
年
間
に
原
発
は
必
要
で
な
く
な
り
ま

す
。
こ
れ
か
ら
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
は

「
脱
原
発
」
が
前
提
！

な
の
で
す
。
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全
国
の
自
治
体
数
は
今
や
１
７
０
０

余
に
減
少
し
ま
し
た
。
自
治
体
の
広
域

化
と
民
営
化
で
必
要
な
サ
ー
ビ
ス
が
十

分
提
供
で
き
ず
、
不
安
定
雇
用
の
臨
時

職
員
が
急
増
し
ま
し
た
。
今
回
の
大
震

災
は
臨
時
職
員
で
は
対
応
で
き
な
い
事

態
が
発
生
し
ま
し
た
。
こ
う
し
た
急
場

の
救
助
・
支
援
活
動
を
埋
め
た
の
は
自

衛
隊
や
消
防
、
警
察
、
教
職
員
、
地
域

住
民
、
全
国
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
し
た
。

震
災
を
通
じ
て
、
市
町
村
合
併
の
弊
害

が
も
ろ
に
出
ま
し
た
。

東
日
本
大
震
災
の
救
助
活
動
は
、
初

動
態
勢
が
遅
れ
多
く
の
人
命
を
失
い
ま

し
た
。
あ
り
も
し
な
い
「
有
事
」
を
想

定
し
た
自
衛
隊
の
戦
闘
機
の
約
４
０
０

機
は
救
助
に
は
何
の
役
に
も
立
ち
ま
せ

ん
。
陸
上
自
衛
隊
も
特
別
の
災
害
救
助

装
備
を
備
え
て
い
ま
せ
ん
し
、
防
衛
省

予
算
に
「
災
害
救
助
活
動
費
」
は
な
く
、

災
害
救
助
は
本
来
任
務
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
毎
年
５
兆
円
規
模
の
軍
事
予
算
を

支
出
す
る
自
衛
隊
を
災
害
救
助
隊
に
改

編
し
て
い
た
ら
、
被
害
は
最
小
限
に
食

い
止
め
る
こ
と
が
で
き
た
は
ず
で
す
。

自
衛
隊
は
大
規
模
災
害
救
助
隊
に
改
編

す
べ
き
で
す
。

こ
れ
ま
で
、
原
発
建
設
・
安
全
軽
視

政
策
を
推
進
し
て
き
た
の
は
政
・
官
・

業
・
学
が
一
体
と
な
っ
た
「
原
子
力
村
」

で
す
。
目
的
は
利
潤
、
原
発
を
「
安
全
」

と
い
う
神
話
で
国
民
を
だ
ま
し
続
け
て

き
ま
し
た
。
政
府
に
は
２
０
３
０
年
ま

で
に
原
発
を
現
在
の
54
基
か
ら
14
基
増

や
す
と
い
う
計
画
が
あ
り
ま
す
。
今
回

の
原
発
事
故
で
「
安
全
神
話
」
は
完
全

に
崩
壊
し
ま
し
た
。
今
こ
そ
「
脱
原
発
」

「
原
発
廃
止
」
政
策
を
断
行
す
べ
き
で

す
。
核
廃
絶
が
人
類
共
通
の
願
い
な
ら
、

そ
の
「
平
和
利
用
」
を
口
実
に
し
た
原

発
も
廃
止
す
べ
き
で
す
。

政
府
の
震
災
復
興
対
応
は
復
興
計
画

の
上
か
ら
の
押
し
付
け
で
は
な
く
、
あ

く
ま
で
も
被
災
者
中
心
の
復
興
と
す
べ

き
で
す
。
「
居
住
・
移
転
の
自
由
」

（
憲
法
22
条
）
が
制
限
さ
れ
た
り
、
復

興
の
カ
ネ
は
出
す
が
、
財
源
を
復
興
税

や
消
費
税
増
税
で
捻
出
し
よ
う
と
い
う

魂
胆
も
認
め
ら
れ
ま
せ
ん
。
ま
た
、
こ

れ
を
契
機
に
し
た
道
州
制
導
入
論
や
Ｔ

Ｐ
Ｐ
参
加
な
ど
、
人
間
ら
し
く
生
き
る

権
利
（
憲
法
25
条
）
を
踏
み
に
じ
る
動

き
を
阻
止
し
ま
し
ょ
う
。
米
軍
の
「
と

も
だ
ち
作
戦
」
を
通
じ
た
「
日
米
同
盟
」

の
深
化
や
普
天
間
基
地
移
設
問
題
の
乗

り
き
り
策
略
に
も
警
戒
が
必
要
で
す
。

今
年
５
月
で
憲

法
は
施
行
64

年
目

を
迎
え
ま
し
た
。

震
災
に
名
を
借
り

た
「
改
憲
」
論
も

浮
上
し
て
い
ま
す
。

「
改
憲
」
で
は
な
く
、
憲
法
の
３
原
則
ー

国
民
主
権
・
基
本
的
人
権
・
平
和
主
義

の
徹
底
こ
そ
政
治
に
求
め
ら
れ
て
い
ま

す
。

新社会
お問い合わせ先

３
月
11
日
の
東
日
本
大
震
災
は
「
地
震
の
巣
」
に
乗
っ
た
日
本
列
島
の
危
う
さ
を

明
ら
か
に
し
ま
し
た
。
し
か
し
震
災
対
策
は
進
ん
で
い
ま
せ
ん
。
政
府
や
財
界
、

マ
ス
コ
ミ
は
「
が
ん
ば
れ
ニ
ッ
ポ
ン
」
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
張
っ
て
い
ま
す
が
、
私

た
ち
は
逆
に
「
人
災
」
の
責
任
を
追
及
し
、
自
ら
の
生
存
権
を
主
張
す
る
時
で
す
。

脱原発社会

東日本
大震災




